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第1章　科学技術指標の概要
図1－9胃3　都道府県別の工業製品出荷額の伸び（1980年→1990年）
資料：通産省，「工業統計表」
参照：図9－3－2
（2）工業所有権の出願件数のなかでは、特許の出願件数が東京都等の特定の都府県へ集中して
いる。一方、中小企業等による出願が多いと考えられる実用新案は、工業所有権のなかで
は地域的な集中が小さい。
（3）ベンチャー企業は東京都等特定の都府県へ集中しているものの、それ以外の県にも特許保
有件数の極めて多い企業が見受けられるなど、地域におけるベンチャー企業の活発な活動
の一面がうかがえる。
（4）県内総生産と県民所得からみた経済成長では、第2次産業の寄与によって成長している地
域として滋賀県、群馬県、山梨県、茨城県、愛知県などがあり、一方、第3次産業の寄与
が大きい地域として東京都などがあげられ、地域によって異なる発展の状況がみられる。
（5）県民所得によって地域の発展の状況をみると、一人当り県民所得は二極分化、すなわち豊
かな地域とそうでない地域に分かれる傾向にあり、地域の発展という点では課題が多いこ
とがわかる。（図ト9－4）
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1．9　地域における科学技術活動
図1－9－4　人ロー人あたり県民所得の分布の推移
資料：経済企画庁，「県民経済計算年報」
参照：図9－3－10
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（以上、第9章より）
第1章　科学技術指標の概要
1．10　合成指標：科学技術総合力の国際比較
（1）合成指標とは、科学技術活動を示す多数の指標を何らかの方法で合成し、1ないし2程度
の少数の指標によって代表させるものである。そのことにより、一国の科学技術活動の全
体的傾向を把握でき、また、総合的な国際比較や時系列の分析が可能になる。
（2）日本の科学科学技術活動の世界における位置づけを示すため、日本を含む5ヶ国について
13種類の個別指標を用いた。その内訳は、科学技術活動の入力に関する指標と考えられる
「研究開発費」、「研究音数」、「理学士数」、「工学士数」、「技術輸入額」、および
科学技術の出力に関する指標と考えられる「論文数」、「論文被引用回数」、「対内特許
数」、「対外特許数」、「特許被引用回数」、「工業製品生産額」、「ハイテク製品生産
額」、「技術輸出額」である。指標を合成する手法としては、多変量解析法のうちの主成
分分析法と因子分析法を採用した。
（3）因子分析法による構造分析では、科学一技術、あるいは基礎一応用の性格を示す第1因子
（横軸）と、入カー出力の性格を示す第2因子（縦軸）が得られた（図1－10－1）。このよ
うな因子に関する各国の値（因子得点）では、日本は技術・応用寄り、かつ入力寄りの傾
向にある。米国は、科学・基礎および入力寄り、ドイツは技術・応用および出力寄り、フ
ランスとイギリスは科学・基礎寄りおよび出力寄り、となっている（図ト10－2）。
（4）主成分分析により各国の科学技術活動の合成指標を得ると、各国とも入力と出力との間に
相関のあることが示される。日本は、入力も出力も順調に伸びている。米国は、1980年代
前半に出力の低下がみられるが、1980年代後半では出力が大きく伸びている。ヨーロッパ
3国はいずれも入力に対して出力が大きく、効率が高いと考えられる。
（5）一国の科学技術活動の総合力を示す合成指標（科学技術総合指標）の値は、日本が米国の
約半分、ドイツ、フランス、イギリスが日本の約半分であり、各国の科学技術活動の総量
を示す指標として現状をほぼ反映していると考えられる。各国の推移をみると、日本は順
調に増加しており、ヨーロッパの3国も堅調に推移している。米国は、1980年代前半に減
少の傾向がみられるものの、1980年代中頃からは増加している。（図ト10－3）
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1．10　合成指標：科学技術総合力の国際比較
図ト10－1科学技術活動変数の構造（因子負荷量）
注：　因子分析における変数の位置付けには、変数間の相互関係（実態的関係）が現れるため、
変数の定義上の名称が示す意味とは異なる場所に位置付けられることがあり得る。
参照：図10－1
図1－10－2　主要国の科学技術因子得点の推移
因子2
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参照：図10－2
第1童　科学技術指標の概要
図ト10－3　主要国の科学技術総合指標の推移
????????
1981　1982　1983　1984　1935　1986　1987　1988　1989
年
参照：図ユ0－6
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（以上、第10章より）
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